
 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

かけ算とひき算が混ざった式について、「一つ分の大きさ×いくつ分」や「ひき算はちがいを求められること」
など、式の意味を読み取ることができています。式の意味を日常生活と関連付けて考えることができていま
す。 

かけ算とひき算が混ざった式について、「一つ分の大きさ×いくつ分」に当てはめて式を読み取ることができ
ましたが、（ ）を用いた場合の式を読み取ることができませんでした。日常生活の場面を式に表す活動に力を
入れていきましょう。 

（ ）を用いた場合のひき算の意味を読み取ることができましたが、かけ算の意味を読み取ることができませ
んでした。かけ算は「一つ分の大きさ×いくつ分」であることを復習し、日常生活の場面を式に表す活動に力
を入れていきましょう。 

かけ算とひき算が混ざった式や（ ）を用いた式であっても、かけ算では「一つ分の大きさ×いくつ分」、ひき
算は「ちがい」を求めることができます。日常生活の場面を式に表す活動に力を入れていきましょう。 

かけ算とひき算が混ざった式や（ ）を用いた式であっても、かけ算では「一つ分の大きさ×いくつ分」、ひき
算は「ちがい」を求めることができます。日常生活の場面を式に表す活動に力を入れていきましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

A、B の式の下線部について意味を読み取っている。 
A の式 
「みらいさんがむいた１個分の皮の重さ×１２か月」 
B の式 
「（みらいさんがむいた１個分の皮の重さーお母さんがむ
いた１個分の皮の重さ）」 

A：イ 
B：ウ 

２ ○ 
A は式の意味を読み取れている。 
B は式の意味を読み取れていない。 

A：イ 
B：ア、イ、エ、無解答のい
ずれか 

３ ○ 
A は式の意味を読み取れていない。 
B は式の意味を読み取れている。 

A：ア、ウ、エ、無解答の
いずれか 
B：ウ 

４  A、B ともに式の意味を読み取れていない。 A：イ以外 
B：ウ以外 

０  A、B ともに無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （１） 選択式 ３分 普通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…既習の内容や方法を振り返る。疑問をもつ。 

 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

日常生活の場面から発見した問題について、算数で学習した計算のきまりを生かして、

解決していくことができるかどうかをみる。 

算数では、日常生活の場面を式に表す活動が大切です。また、立式して計算を

するだけでなく、友達の考えた式を場面と関連付けて読み取ったり、「○○の場合

も同じように考えられるか」など発展的に考えたりさせるとよいでしょう。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

新聞記事に書かれている内容を正確に読み取ることができています。その調子で、文章に書かれている内容

で大切なことを読み取れるようにしていきましょう。 

①の円グラフはき業や家庭での食品ロスの内わけです。円グラフに書かれている言葉や数字が何を示してい

るのかを考えるようにしましょう。 

③の資料は農家の人がこまっている、見えない食品ロスについて書かれています。資料が何を伝えたいのか、

問題文に出てくる言葉や数ちは何を表しているのかに着目していくとよいでしょう。 

④の折れ線グラフはごみをしょ理するために、お金がいくらかかるかを示しています。折れ線グラフの変化

の様子だけでなく、表題やたてじく、横じくの単位や数ちにも着目していくとよいでしょう。 

まずは一つ一つの資料が何を表しているかをメモしてみましょう。そして、集めた資料の中から、必要な情

報を選ぶようにしましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ②と解答している。 ② 

２  ①と解答している。 ① 

３  ③と解答している。 ③ 

４  ④と解答している。 ④ 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （２）ア 選択式 ３分 ※（２）全体 易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…疑問をもつ。課題を明確にする。 

 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

グラフや文章など様々な形の情報の中から、目的に応じて必要な情報を読み取り、身の回り
にある問題を把握するとともに、課題を明確にすることができるかどうかをみる。 

児童が身近なことに関心をもち自ら課題設定するためには、疑問に感じたことを調
べたり、話し合ったりする活動が大切です。児童が主体となった探究的な学習に進め
ていけるように指導していきましょう。算数では日常生活に関連する素材を活用した
り、児童が疑問をもてるような発問の工夫をしたりしましょう。また、国語や社会で
は、思考ツールや ICT 機器などの効果的な活用、様々な資料の比較をすることで、集
めた情報から明確な課題を設定でき、児童同士の話合いが活発になるでしょう。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

円グラフの内容を正確にとらえることができています。その調子で、円グラフを読み取る際には表題や数

ちなどが何を表しているのかを考えるようにしましょう。 

②の資料は牛にゅうがすてられている問題のことや政府の目標について書かれています。文章を読む際に

は、大切な内容をメモしたり、印をつけたりしてみましょう。 

③の資料は農家の人がこまっている見えない食品ロスについて書かれています。資料が何を伝えたいの

か、問題文に出てくる言葉や数ちは何を表しているのかに着目していくといいでしょう。 

④の折れ線グラフはごみをしょ理するために、お金がいくらかかるかを示しています。折れ線グラフの変

化の様子だけでなく、表題やたてじく、横じくの単位や数ちにも着目していくといいでしょう。 

まずは一つ一つの資料が何を表しているかをメモしてみましょう。そして、集めた資料の中から、必要な

情報を選ぶようにしましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ①と解答している。 ① 

２  ②と解答している。 ② 

３  ③と解答している。 ③ 

４  ④と解答している。 ④ 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （２）イ 選択式 ３分 ※（２）全体 易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…疑問をもつ。課題を明確にする。 

 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

グラフや文章など様々な形の情報の中から、目的に応じて必要な情報を読み取り、身の回
りにある問題を把握するとともに、課題を明確にすることができるかどうかをみる。 

児童が身近なことに関心をもち自ら課題設定するためには、疑問に感じたことを調
べたり、話し合ったりする活動が大切です。児童が主体となった探究的な学習に進め
ていけるように指導していきましょう。算数では日常生活に関連する素材を活用した
り、児童が疑問をもてるような発問の工夫をしたりしましょう。また、国語や社会で
は、思考ツールや ICT 機器などの効果的な活用、様々な資料の比較をすることで、集
めた情報から明確な課題を設定でき、児童同士の話合いが活発になるでしょう。 

 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

円グラフの内容を正確にとらえることができています。その調子で、円グラフを読み取る際には表題や数

ちなどが何を表しているのかを考えるようにしましょう。 

②の資料は牛にゅうがすてられている問題のことや政府の目標について書かれています。文章を読む際に

は、大切な内容をメモしたり、印をつけたりしてみましょう。 

③の資料は農家の人がこまっている見えない食品ロスについて書かれています。資料が何を伝えたいの

か、問題文に出てくる言葉や数ちは何を表しているのかに着目していくといいでしょう。 

④の折れ線グラフはごみをしょ理するために、お金がいくらかかるかを示しています。折れ線グラフの変

化の様子だけでなく、表題やたてじく、横じくの単位や数ちにも着目していくといいでしょう。 

まずは一つ一つの資料が何を表しているかをメモしてみましょう。そして、集めた資料の中から、必要な

情報を選ぶようにしましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ①と解答している。 ① 

２  ②と解答している。 ② 

３  ③と解答している。 ③ 

４  ④と解答している。 ④ 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （２）ウ 選択式 ３分 ※（２）全体 易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…疑問をもつ。課題を明確にする。 

 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

グラフや文章など様々な形の情報の中から、目的に応じて必要な情報を読み取り、身の回
りにある問題を把握するとともに、課題を明確にすることができるかどうかをみる。 

児童が身近なことに関心をもち自ら課題設定するためには、疑問に感じたことを調
べたり、話し合ったりする活動が大切です。児童が主体となった探究的な学習に進め
ていけるように指導していきましょう。算数では日常生活に関連する素材を活用した
り、児童が疑問をもてるような発問の工夫をしたりしましょう。また、国語や社会で
は、思考ツールや ICT 機器などの効果的な活用、様々な資料の比較をすることで、集
めた情報から明確な課題を設定でき、児童同士の話合いが活発になるでしょう。 

 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

折れ線グラフからわかることを正確にとらえることができています。その調子で、折れ線グラフの数ちの

変化から情報を読み取れるようにしていきましょう。 

①の円グラフはき業や家庭での食品ロスの内わけです。円グラフに書かれている言葉や数字が何を示して

いるのかを考えるようにしましょう。 

②の資料は牛にゅうがすてられている問題のことや政府の目標について書かれています。文章を読む際に

は、大切な内容をメモしたり、印をつけたりしてみましょう。 

③の資料は農家の人がこまっている見えない食品ロスについて書かれています。資料が何を伝えたいの

か、問題文に出てくる言葉や数ちは何を表しているのかに着目していくといいでしょう。 

まずは一つ一つの資料が何を表しているかをメモしてみましょう。そして、集めた資料の中から、必要な

情報を選ぶようにしましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ④と解答している。 ④ 

２  ①と解答している。 ① 

３  ②と解答している。 ② 

４  ③と解答している。 ③ 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （２）エ 選択式 ３分 ※（２）全体 易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…疑問をもつ。課題を明確にする。 

 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

グラフや文章など様々な形の情報の中から、目的に応じて必要な情報を読み取り、身の回
りにある問題を把握するとともに、課題を明確にすることができるかどうかをみる。 

児童が身近なことに関心をもち自ら課題設定するためには、疑問に感じたことを調
べたり、話し合ったりする活動が大切です。児童が主体となった探究的な学習に進め
ていけるように指導していきましょう。算数では日常生活に関連する素材を活用した
り、児童が疑問をもてるような発問の工夫をしたりしましょう。また、国語や社会で
は、思考ツールや ICT 機器などの効果的な活用、様々な資料の比較をすることで、集
めた情報から明確な課題を設定でき、児童同士の話合いが活発になるでしょう。 

 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

調べ学習を進めていく中で、その資料がどのようなことを表しているのかに注目し、適切に仲間分けする

ことができています。 

イラストと言葉が、どのような場面を表しているのか考え、資料を仲間分けするようにしましょう。日常

生活の場面と結びつけて考えることも大切です。 

イラストと言葉が、どのような場面を表しているのか考え、資料を仲間分けするようにしましょう。日常

生活の場面と結びつけて考えることも大切です。 

イラストと言葉が、どのような場面を表しているのか考え、資料を仲間分けするようにしましょう。日常

生活の場面と結びつけて考えることも大切です。 

複数の資料があるときには、一つ一つの資料がどのような情報を示しているのか、整理したり、仲間分け

したりするようにしましょう。また、指示に合わせて答えることも大切です。 

複数の資料があるときには、一つ一つの資料がどのような情報を示しているのか、整理したり、仲間分け

したりするようにしましょう。日常生活の場面と結びつけて考えることも大切です。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

A…外食中のこと、B…家の中のこと 

C…家の中のこと、Ｄ…買い物中のこと 

E…家の中のこと、Ｆ…買い物中のこと 

D、F が買物中の取り組みである。 

Ｄ・Ｆ 

２ ○ 

A…外食中のこと、B…家の中のこと 

C…家の中のこと、Ｄ…買い物中のこと 

E…家の中のこと、Ｆ…買い物中のこと 

D と A、B、C、E、無解答のいず

れか 

３ ○ 

A…外食中のこと、B…家の中のこと 

C…家の中のこと、Ｄ…買い物中のこと 

E…家の中のこと、Ｆ…買い物中のこと 

F と A、B、C、E、無解答のいずれ

か 

４  

A…外食中のこと、B…家の中のこと 

C…家の中のこと、Ｄ…買い物中のこと 

E…家の中のこと、Ｆ…買い物中のこと 

A、B、C、E のいずれか２つを選

んでいる。または片方が無解答に

なっている。（D と F が選択され

ていない） 

９  上記以外の解答 例：３つ選択している 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （３） 選択式 ３分 普通 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」…集めた情報を分類する。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

課題に基づいて調べ、集めた多様な情報を整理するために、それぞれの資料の共通点を

見いだし、分類できるかどうかをみる。 

家庭科では、日常生活の様々な場面と、学習の内容を結びつけて指導するようにし

ましょう。集めた情報がどのようなことを伝えているのかということに注意して、内

容を正確に読み取るように指導することが大切です。また、情報を分類・整理する際

には、共通点や相違点に目を向けるなど、児童が自ら学習を進められる力を身に付け

られるように指導していきましょう。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

「期限表示」については、①～④のだれも話していません。資料を整理するときは、話している内容と資

料を結びつけて考えることができています。 

③はＡの資料をもとに、経験したことを話しています。資料を整理するときは、話している内容が、どの

資料と結びついているのか整理して考えましょう。 

②はＢとＤの資料をもとに、経験したことを話しています。資料を整理するときは、話している内容が、

どの資料と結びついているのか整理して考えましょう。 

①は C の資料をもとに、経験したことを話しています。資料を整理するときは、話している内容が、どの

資料と結びついているのか整理して考えましょう。 

④は E の資料をもとに、経験したことを話しています。資料を整理するときは、話している内容が、どの

資料と結びついているのか整理して考えましょう。 

複数の資料があるときには、目的に応じて、大事な言葉や内容をもとに、整理したり、仲間分けしたりす

るようにしましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 
Ｆの資料については、どの児童も話題に取り上げて

いないため、問題の条件に合う適切な資料である。 Ｆ 

２  
③のけんたさんはＡの資料をもとに話しているた

め、問題の条件に合わない。 Ａ 

３  
②のみらいさんはＢとＤの資料をもとに話している

ため、問題の条件に合わない。 ＢとＤのいずれか 

４  
①のともさんはＣの資料をもとに話しているため、

問題の条件に合わない。 Ｃ 

５  
④のみつおさんは E の資料をもとに話しているた

め、問題の条件に合わない。 
Ｅ 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （４） 選択式 ３分 易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」…情報を収集し調べる。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

調べた情報と自分たちの生活を結びつけて話し合う様子から、情報の内容を的確にと

らえ、自分たちの課題に関係する適切な資料を選択できるかどうかをみる。 

探究的な学習や、国語の学習で情報を収集するときには、調べた情報をそのまま使

用するのではなく、子どもたちの生活や経験と結び付けていくことが大切です。家庭

科の学習では、生活体験が不足していたり、資料と自分の経験をうまく結びつけるこ

とができなかったりする児童もいます。友達との交流を通して、自分の考えや思いを

表現できるように指導しましょう。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

発表の準備をするときは、内容について、また、見やすさやわかりやすさについて、読み手や聞き手の立

場になって考えることが大切です。これら 2 つのことについて、よくできています。 

発表の準備をするときに、内容について、確にんしていくことが大切であることをとらえています。読み

手や聞き手の立場になって、見やすさやわかりやすさについても考えるとよいでしょう。 

読み手や聞き手の立場になって、見やすさやわかりやすさについて考えることはよくできています。発表

内容について確かめることも大切です。目的に応じた内容になっているか、よく考えるとよいでしょう。 

発表の準備をするときは、内容について、また、見やすさやわかりやすさについて、読み手や聞き手の立

場になって考えることが大切です。これら 2 つのことについて、目的を明確にして考えましょう。 

発表の準備をするときは、内容について、また、見やすさやわかりやすさについて、読み手や聞き手の立

場になって考えることが大切です。これら 2 つのことについて、目的を明確にして考えましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

ア…食品ロスの内容について（③○） 
イ…環境を守る取り組みを伝えたかについて（×） 
ウ…健康について伝えたかについて（×） 
エ…スライドの見やすさについて（⑥○） 

③ア（○） 
⑥エ（○） 

２ ○ 

ア…食品ロスの内容について（③○） 
イ…環境を守る取り組みを伝えたかについて（×） 
ウ…健康について伝えたかについて（×） 
エ…スライドの見やすさについて（⑥○） 

③ア（○） 
⑥エ以外 or 無解答（×） 

３ ○ 

ア…食品ロスの内容について（③○） 
イ…環境を守る取り組みを伝えたかについて（×） 
ウ…健康について伝えたかについて（×） 
エ…スライドの見やすさについて（⑥○） 

③ア以外 or 無解答（×） 
⑥エ（○） 

４  

ア…食品ロスの内容について（③○） 
イ…環境を守る取り組みを伝えたかについて（×） 
ウ…健康について伝えたかについて（×） 
エ…スライドの見やすさについて（⑥○） 

③ア以外 or 無解答（×） 
⑥エ以外 or 無解答（×） 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （５） 選択式 ３分 易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」…解決の見通しをもつ。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

自分たちの伝えたいことを的確に伝えることができるかをみるために、めあてに沿っ

て課題解決の視点を明確にすることができるかどうかをみる。 

国語や探究的な学習などで資料を作成するにあたり、「よい資料」の基準を明確に

することは、大切です。今回は、「内容」と「わかりやすさ」という２つの観点につ

いてアンケートを考えました。適切なアンケートを作ったり、インタビューの機会を

設けたりして他の視点を入れて考えさせるのもよいでしょう。目的に合った資料を作

成する力や作成した資料の「よさ」を判断する力を高めることにもつながります。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

資料の内容を正しく理解しており、伝える目的や相手に合わせて、適切な見出しと理由を考えることがで

きています。これからも、目的や相手に合わせた表現方法について、友達と学び合っていきましょう。 

適切な見出しを選んでいましたが、その理由が見出しや資料の内容と合っていないところがありました。

資料の内容をよく確にんし、よりふさわしい見出しにするために、目的や相手に応じて考えましょう。 

伝える目的や相手に合わせて、見出しをわかりやすくすることは大切ですね。言葉の意味や使い方を調べ

るなどして、伝えたいことに合わせて、資料の内容にふさわしい見出しを考えましょう。 

まずは、資料が何を表しているのか確にんしましょう。特に、いくつかの資料をあつかうときは、それぞ

れが何を表しているかを確にんすることが大切です。その上で、伝える目的や相手、資料に合った見出し

を考えましょう。 

まずは、資料が何を表しているのか確にんしましょう。特に、いくつかの資料をあつかうときは、それぞ

れが何を表しているかを確にんすることが大切です。その上で、伝える目的や相手、資料に合った見出し

を考えましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 
資料の内容を把握し、伝える目的や相手に合わせ

て、適切な見出しと、その理由を選んでいる。 

【あ】② 

【い】⑧ （完答） 

２ ○ 

発生要因の内訳に代わる適切な見出しを選んでい

るが、その理由については、見出し及び資料との整

合性がとれていない。 

【あ】② 

【い】⑧以外（無解答含む） 

３ ○ 

適切な理由を選んでいるが、資料内容を把握してお

らず、代わりとなる見出しが資料内容と合っていな

い。 

【あ】②以外（無解答含む） 

【い】⑧ 

４  
見出し、理由ともに不適切であり、資料内容や伝え

る相手等が把握できていない。 

【あ】②以外 

【い】⑧以外 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （６） 選択式 ３分 普通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」…新たな考えに気付く。友達と互いに学び合う。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

資料の内容を把握し、学習のめあてや伝える相手に応じた、適切な見出しを考えること

ができるかどうかをみる。 

様々な教科で、情報を発信するときには、目的や相手に合わせて、効果的に
伝える方法や表現を検討するための話合い活動を取り入れることも有効で
す。また、友達など、他者から助言を求める場を設定することも、新たな考え
に気付いたり、互いに学び合ったりすることに繋がります。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

スライドを作成する目的を考え、伝えたいことを簡けつに示し、わかりやすく表現するよさについて理解

できています。また、その理由についても、適切に考えることができました。 

スライドを作成する目的を考え、伝えたいことを簡けつに示し、わかりやすく表現するよさについて理解

できています。自分の考えを相手に分かりやすく伝えるための表現のくふうについて、もう一度考えてみ

ましょう。 

見やすい、わかりやすい資料づくりで大切なことは理解できています。実際に調べたことをもとに資料を

作るときは、目的をしっかりつかんで、伝える内容を短い言葉でまとめていくことを心がけましょう。 

伝えたいことを短く、わかりやすく表現をくふうすることは大切です。また、そうすることで、伝えたい

ことが一目で分かります。自分の考えを相手にわかりやすく伝えるための表現のくふうについて、もう一

度考えてみましょう。 

自分の考えを相手にわかりやすく伝える方法について、友達と見合ってよりよい方法について考えていく

とよいでしょう。イラストや短い言葉でまとめていくなどのくふうも大切です。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

ア A 案よりＢ案の方が文字量が少ないことから短く 
まとめたことがわかる 

い Ｂ案の方が文字量が少ないため、すぐに読むことが 
できる 

①ア（○） 

②い（○） 

２ ○ 

ア A 案よりＢ案の方が文字量が少ないことから短く 
まとめたことがわかる 

あ 「教室で学習したことだけをのせる」ことについて 
この問題の場面設定から読み取れない 

う ＡＢの案ともにごみ問題にはふれていない 

①ア（○） 

②い以外 or 無解答

（×） 

３ ○ 

イ 「文章で詳しく書いてある」のはＢ案でなくＡ案 
ウ 「先生が言ったこと」であるかどうかは不明 
い Ｂ案の方が文字量が少ないため、すぐに読むことが 

できる 

①ア以外 or 無解答
（×） 

②い（○） 

４  

イ 「文章で詳しく書いてある」のはＢ案でなくＡ案 
ウ 「先生が言ったこと」であるかどうかは不明 
あ 「教室で学習したことだけをのせる」ことについて 

この問題の場面設定から読み取れない 
う ＡＢの案ともにごみ問題にはふれていない 

①ア以外 or 無解答
（×） 

②い以外 or 無解答

（×） 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （７） 選択式 ３分 普通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」…友達と互いに学び合う。自分の考えを伝える。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

学習したことをもとに、自分の伝えたいことをわかりやすく伝えるため、ふさわしい表

現方法を考えることができるかどうかをみる。 

自分の考えを相手に分かりやすく伝えるためには、最も伝えたいことは何かを

考え、内容をよく吟味し、端的に表現することが大切です。国語の「書くこと」

の学習で、書く目的や意図を明確にした上で、書き方や表し方を工夫させてみま

しょう。また、表現活動の際には,分かりやすい表現方法について、「なぜよいの

か」という根拠も併せて考える習慣をつけさせるとよいでしょう。 
 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個票への記述 

２つの資料を見くらべて、どこを修正したか、またその修正内容と理由について、正しく答えることが
できました。自分の考えを効果的に相手に伝えるために、根きょとなるデータを示すという、大事なこ
とをよく理解しています。 

自分の考えを効果的に相手に伝えるために、根きょとなるデータを示すという、大事なことをよく理解
していますが、どこを修正したのかを正しく答えることができませんでした。聞かれていることに正し
く答えるように気をつけましょう。 
自分の考えを伝えるための資料作りについて、修正の場所や理由は正しく答えていましたが、どのよう
な修正をしたのかを正しく説明できませんでした。自分の考えを言葉にして具体的に説明する力を身に
つけていきましょう。 
自分の考えを伝えるための資料作りについて、修正の場所や内容は正しく答えましたが、なんのために
修正したのかを答えることができませんでした。自分の考えの理由を正しく説明できるようにがんばり
ましょう。 

自分の考えを伝えるための資料作りについて修正の内容や理由をしっかり考えることができましたが、
条件に合わせた文字数で答えることができませんでした。自分の考えを短くまとめたり、くわしく説明
したりする学習活動をがんばりましょう。 

自分の考えを伝えるための資料作りについて、どこを修正したのかは気づくことができましたが、修正
の内容とその理由は正しく答えることができませんでした。気づいたことに印をつけたり、自分の言葉
で説明したりするなどしてみましょう。 

自分の考えを伝えるための資料作りについて、どこを修正したのか、また修正の内容とその理由は正し
く答えることができませんでした。複数の資料をくらべるときは、気づいたことに印をつけたり、自分
の言葉で説明したりするなどしてみましょう。 

２つの資料を見くらべて、自分の考えを伝えるときは、資料の共通点やちがいに注目し、気づいたとこ
ろに印をつけたり書き出したりして、それをもとに、自分の言葉で説明するなどしてみましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

①修正したスライドの番号（５）が理解できた。 
②スライドがどのように修正されたか書いている。 
③（グラフを入れたことで）みらいさんの意見（がは
っきり分かる）」または「（グラフを入れたことで）根
拠（がはっきり分かる）ことについて書いている。 
④字数制限を守っている。 
①②③④すべての条件を満たしている。 

①番号：５ 
②国民一人当たりの年間のごみしょ理費
用のグラフが入った（26 字） 
③みらいさんの意見の根きょ（12 字） 

２ ○ 
②③④の条件を満たしているが①を満たしていない。
（スライドの番号だけが誤答） 

①番号が５以外 
※他は類型１を参照 

３  
①③④の条件を満たしているが②を満たしていない。
※例：どの資料か限定しにくい 

②どう変わった：説明がより詳しくなっ
た（×） 
※他は類型１を参照 

４ 
 ①②④の条件を満たしているが③を満たしていない。

※キーワードとして「考え・意見」「根拠・理由」 
③なにが：食品ロスの問題（×） 
※他は類型１を参照 

５ 

 
①②③の条件を満たしているが④を満たしていない。
（字数オーバーまたは文として途中で終わっていて意
味が伝わらない） 

②国民一人当たりのごみしょ理費用のグ
ラフがスライドの真ん中に入った（32
字） 
③みらいさんの考えのもとになっている
もの（19 字） 
※他は類型１を参照 

６ 
 

①の条件のみ満たしているが、類型１～類型５に当て
はまらない。 

②どう変わった：折れ線グラフが入った
（×） 
③なにが：食品ロスの問題（×） 
※他は類型１を参照 

９ 
 

上記以外の解答  

０ 
  

無解答 
 

― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （８） 記述式 ６分 難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」…自分の考えを伝える 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

自分の考えや意見を述べる際に、根拠となるデータを示すことの大切さに気づくこと

ができるかどうかをみる。 

自分の考えや意見を述べる際に、根拠となるデータや文書等を示すことで、

より正確で説得力のある伝え方ができます。例えば、友達と考えを広げ深めて

いく場面などで取り入れていきましょう。またその際は、根拠となるデータ等

について、目的に応じて必要な情報、正しい情報を取捨選択していけるように

指導しましょう。 



 
ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型と分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個票への記述 

問題の中の学習の流れをよく理解し、目的に応じた説明を選ぶことができています。これからも伝えたい

ことにふさわしい説明ができるようにしていきましょう。 

問題の中の学習の流れをよく理解し、目的に応じた説明を選ぶことについて、２つのうち１つができてい

ます。伝えようとしていることがどのような場面や様子を意識しているのか、具体的に考えて表現してい

くことも大切です。 

問題の中の学習の流れをよく理解し、目的に応じた説明を選ぶことについて、２つのうち１つができてい

ます。伝えようとしていることがどのような場面や様子を意識しているのか、具体的に考えて表現してい

くことも大切です。 

問題の中の学習の流れや、目的に応じた説明についてもう一度よく考えましょう。伝えようとしているこ

とがどのような場面や様子を意識しているのか、具体的に考えて説明してみましょう。 

問題の中の学習の流れや、目的に応じた説明についてもう一度よく考えましょう。伝えようとしているこ

とがどのような場面や様子を意識しているのか、具体的に考えて説明してみましょう。 

 

解答類型 類型を判断する条件（想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

食品ロスを減らすための取り組みについて理解し、

合言葉にについて、対応したワンポイントの説明を

選択できている。 

A④（○） B③（○） 

２ ○ 

B は，「てまえどり」についてのワンポイントの説

明にするため、①値段について、②健康面について、

④新商品については選択できない。 

A④（○） 

B①②④⑤と無解答のいずれか

（×） 

３ ○ 

A は，「家にある物を重複して買わない」ためのワ

ンポイントの説明にするため、①値段について、②

健康面について、④新商品については選択できな

い。 

A①②③⑤と無解答のいずれか
（×） 

B③（○） 

４  

A は，「家にある物を重複して買わない」、B は、「て

まえどり」のワンポイントの説明にするため、A④

と B③以外は適さない。 

A①②③⑤と無解答のいずれか
（×） 

B ①②④⑤と無解答のいずれか

（×） 

０  無解答 ― 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （９） 選択式 ３分 普通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「まとめあげる」…学んだことをまとめる。思考の過程を振り返る。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より＞ 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

学習した内容を振り返り、学んだことを日常生活に生かすために、適切な言葉で表現す

ることができるかどうかをみる。 

学習を振り返る活動はとても大切です。わかったことや身に付いたことを自分

の言葉でまとめる習慣を付けさせましょう。この場面のように、自分の日常生活

に生かしたり、周りの人たちに分かりやすく伝えたりするためには，最も伝えた

いことは何かを考え、効果的な言葉を選び、要点を押さえて表現できるように指

導していきましょう。 


